
うつ・不安 
手元資料 



オリエンテーション 

A) 総論 話の聞き方・導き方について 
 

スクリーニング尺度 
B) 二質問法 
C) K6日本語版 
D) EPDS 
E) GDS 
 
F) 精神医学的対応が速やかに必要な時、自殺のリスクについて 

 
 



フローチャート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 二質問法でひとつでも yesの場合 

② 尺度でカットオフ以上の場合 

③ Fの特性が明らかにみられる場合 

相談の中

で、うつ・

不安が疑わ

れる際、 
B 二質問法 

を行う 
 

話や受答えで、

F の特性がな

いか確認する 

妊婦→D 
高齢者→E 
・C や、睡

眠・発達特

性の質問を

する 
 

話や受答えで、

F の特性がな

いか確認する 

要フォロー 

精神科医療に

繋げるよう要

フォロー 
 

フォロー不要 

①  

② 

③ 

A に示した態度で対応 

③ 



A 話の聞き方・導き方 



A 話の聞き方・導き方 





B二質問法: うつに対する簡便なもの 
 

 

１．この 1 ヶ月間，気分が沈んだり，憂うつな気持ちになったりすることがよくありまし

たか． 

２．この 1 ヶ月間，どうも物事に対して興味がわかない，あるいは心から楽しめない感じ

がよくありましたか． 

 注意点 
「1ヶ月間」、「よくあった」、かに注意して聞いてください。 

出来事に対する一時的なもの、ムラがある場合  
⇒一時的なストレスに対する反応、発達特性に起因するもの、ごく軽度の知的 
問題に関連する可能性があります 

 みかた 
ひとつ以上「はい」の場合うつ状態が疑われる 



C K6日本語版:国民生活基礎調査で用いられるうつ・不安障害に対するスクリーニング 

 



 注意点 
過去「30日の間」の「頻度」を聞いてください 
 みかた 

5点以上: 何らかのうつ・不安の問題がある可能性 
10点以上: 国民生活基礎調査で、うつ・不安障害が疑われるとされる 
13点以上: 重度のうつ・不安障害が疑われるとされる 

C K6日本語版 



F うつにおいて速やかな精神医学的対処
が必要な場合 
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